


事務局からのお知らせ  
 

協力して下さる方を募集しています。 
 

秋田県支部では運営を手伝って下さるボランティアを募集しています。 
 
□主  旨 

支部の活動は、この厳しいＡＬＳ(筋委縮性側索硬化症)で闘病されている方達と共に、日本ＡＬＳ協会

と連携をとりながら療養環境改善や社会への理解を進めることを基本にして、具体的には下記のような

活動をしております。 

 

□具体的活動 

１）総会を開催して、会員互いの理解と交流を行っています。 

２）研修会を開催いたします。 

３）患者さん達へ訪問します(慰問と話合い・闘病の課題確認など)。 

４）患者さんの相談ごとを受けたり、関係行事や情報を流したりします。 

５）支部便りを年２回発行し情報の基幹としています。 

６）定期の事務局会議を月１回(土曜日か日曜日の半日)開催します。 

７）その他ＡＬＳ患者を支援すべき事項に対応。 

＊意欲的に行うべきことは多いのですが、事務局員の数が少なく、苦慮しています。 

 

□現在の事務局員 

ただ今、事務局員をやっている方は医療関係に勤めている方や、患者家族の方、無職の定年退職者、Ａ

ＬＳ患者などさまざまです。特定の技能や資格を持って行っているのではなく、それぞれが持つ能力を

発揮して、それに合った活動に資しています。 

 

□募集対象 

年齢・性別・経験等は問いません。 

自分の持つ能力を前向きに、他人のためにも生かそうと意欲をもっておられる方。 

(知り合いの方で、ボランティアして下さる方などぜひご紹介お願いします。) 

 

□連絡先 

住 所：〒０１０-０００３ 秋田市東通７－４－２６ 長谷部方 

電 話：０９０－５８３８－３６０６(事務局) 

ＦＡＸ：０１８－８３２－８７７８(事務局) （ Ｆ Ａ Ｘ 番 号 が 変 更 に な り ま し た ）  

Email：a l s - a k i t a @ o u t l o o k . c o m  

 

秋田県支部長  梅川 捷子 



 

 

 

 

 
 

 



 

 

【 県北 】 

日時：平成２６年１０月１８日（土）１３時～１４時３０分  

場所：大湯リハビリ温泉病院  

 

 事務局員５名が大湯リハビリ病院へ訪問しました。現在３人の患者さんが入院し

ており、２人は呼吸器装着しておりお会いできませんでしたが、３年前にも訪問し

た際に、入院していた平井  賢悦さんと職員の方々にお会いしました。平井さんは

車椅子に乗り、携帯電話にメッセージを打って下さいました。病棟看護師長、担当

の理学療法士、作業療法士、言語聴覚士のリハビリ担当スタッフとはアットホーム

な雰囲気で交流が出来ました。リハビリで作ったランプシェードは一穴、一穴模様

に沿って両手を使って仕上げた作品の数々を見せていただきました。今後病状が進

行しても呼吸器は着けないと決めている平井さんは、お一人で自宅での生活をする

ことが困難なため、大湯リハビリ温泉病院へ入院しています。自宅以上のＱＯＬと

安心感を得られている生活と感じました。今後もお元気でお過ごし下さい。  

 

事務局   鈴木  

 

 

 

 

 

 



 

※これは平井さんがご自分の携帯電話で不自由な両手でメッセージを打ち、日本Ａ

ＬＳ協会秋田県支部に送られたメールをそのまま載せました。平井さんより許可

を得て原文を掲載させていただきました。  



【 県南 】 

日時：平成２６年１１月８日（土）  １３時～１５時  

場所：サンサン横手  

 

お天気にも恵まれ、患者さん、そのご家族、医療・福祉従事者等、予想を上回る

２５名の方々に来ていただきました。中にはホームページを見て来てくださった方

もいました。  

初めにそれぞれの自己紹介を兼ねて現在の生活の様子や心境などをお話してい

ただきました。お話を伺っていて、やはり避けて通れない問題が吸引と家族介護時

間の軽減でした。吸引できるヘルパーさんの人数に地域で差がありましたが、低圧

持続吸引器のお話やレスパイト入院を利用しているといったお話もがあり、今後の

療養生活のヒントになったのではと思います。  

２時間という限られた時間でしたが、病気になって間もない方や症状が進行して

きている方のご家族が、抱えている不安を話し、それに対し経験者が助言すること

で、とても有意義な会になったと思います。これからも患者さんの目線で情報の共

有、不安の軽減が図れるよう、交流の場を設けていきたいです。  

 

事務局   梅川  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

名   前 紹    介 

梅川 素子 
横手市在住。１５年近く在宅療養を続ける母親の捷子さんは現在の

支部長。病院事務職勤務のかたわら家族として介護を支える。 

佐藤 夕子 
秋田市在住。永年県立脳血管研究センターにて看護師として勤務。

多くのＡＬＳ患者と関わった経験がある。 

鈴木 光子 
秋田市在住。看護師歴？年のベテラン。現在は訪問看護師として勤

務。後継者育成が悩みとか。 

田村 紗央里 

能代市在住。訪問看護師として秋田市で勤務後、結婚。医師の夫の

転勤に伴い能代市へ移転後も事務局をサポートしてくれる、秋田県

支部のアイドル的存在。 

木下 彩子 
秋田市在住。秋田赤十字看護大学教員として勤務のかたわら、支部

だよりも担当。小柄だがパワフルに三児の母を実践中。 

岸本 あや子 
秋田市在住。ＡＬＳとは何の関係もなかったはずが、いつの間にか

会計に。支部にとってなくてはならない金庫番。 

福井 喜美 

大潟村在住。松本茂本部名誉会長を間近に見てきた貴重な存在。 

赤い羽根共同募金の助成事業の際、機種選定の資料を集めたりと影

ながら支部を支える力強い存在。 

長谷部ひとみ 
秋田市在住。母親が以前支部長をしていた関係で事務局員になる。 

現在入院中の母はＡＬＳを発症して２０年、告知から１８年。 

 



患 者 さ ん か ら  

 

 
 

秋田市へ引っ越し、２４時間他人介護を目指す  

安保瑠女さんより  











     

         
 

 
 
 

 
 
 

 

日 時／平成 27 年 6 月 6 日（土） 13:00～15:３0 

場 所／秋田県中央地区老人福祉総合エリア 

       多目的ホール 

※昨年までと会場が変わりました。ご注意ください。 

 
          
            

     

 

 

 

 

 

 

 

 
TEL:018-829-2151(代) FAX:018-829-2152 

日 程／１２：３０～１３：００ 受付 

１３：００～１３：２０ 総会 

１３：２０～１４：２０  お楽しみ会 

あきたミュージックケア研究会 

による音楽療法 

１４：２０～１４：３０ 記念撮影 

１４：３０～１５：３０ 交流会   

            

◆連絡先  

   Tel：090-5838-3606 / Fax：018-832-8778（変更しました） 

E-mail：als-akita@outlook.com  

                                   

★どなたでも参加できます。申し込み不要です。 
皆様のご参加、お待ちしています。 



・小室悦子 (大潟村) ・小林道雄 (由利本荘市) ・北村睦子 (大潟村)

・長門百合子 (秋田市) ・土井宏子 (大潟村) ・藤島幸子 (能代市)

・和田千鶴 (由利本荘市) ・右谷美知子 (美郷町) ・川崎節男 (大潟村)

・溝渕敦子 (南国市) ・福井紀代子 (津島市) ・田中淑弘 (大潟村)

・山須田　健 (能代市) ・小松　裕 (大津市) ・深澤慶吉 (秋田市)

・田中律子 (横手市) ・渡辺康夫 (能代市) ・飯村礼子 (練馬区)

・菊地恵子 (横手市) ・佐藤　武 (由利本荘市) ・中島トメ子 (大潟村)

・木村真澄 (大潟村) ・長谷部健次 (秋田市) ・鈴木嘉彦 (秋田市)

・炭元サダヲ (大潟村) ・秋田友の会 (秋田市)

・日本基督教団秋田桜教会　(秋田市)

ご寄付ありがとうございました

平成２６年１０月１日～平成２７年３月３１日　　敬称は省略させていただきます

ご寄付のお振込みは、上記へお願いいたします。

＊日本ＡＬＳ協会への入会希望の方は、次頁『入会申込書』をＦＡＸしますと

会費納入の振込票が送られてきます。

皆様のこの心のこもるご寄付は、支部活動の源となっております。

ご厚志に深く感謝申し上げます。

・歳末たすけあい募金(秋田市)

郵 便 振 替
口座番号：０２５１０－３－７６５８
加入者名：日本ＡＬＳ協会秋田県支部



事 務 局 か ら の お 願 い  

 

 

 

 

 

 

 

 

※番号が変わりました  
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